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　ロケットを飛ばすには、大
田区の町工場が開発した先端
技術がどうしても必要だった
──本書は、ひとつの特許を
めぐり、夢や思惑をぶつけ合
う男たちの人間模様を描いた
社会派ドラマである。技術と
誇りを武器に闘おうとする町
工場とそれを力で押さえつけ
ようとする大企業の駆け引
き、夢と現実の間で揺れる町
工場の社長と社員たちの心理など、臨場感あふれる描
写は、緊迫した物語の世界へ読者を強く引き込んでく
れる。それぞれに熱い想いをもった登場人物の姿は、
働くこと、生きることに何が大切かをあらためて考え
させてくれるに違いない。

教職員執筆の新刊より

慶應義塾に関連した出版物や

教職員の新刊著書などを中心に、

本に関する情報をお届けします。

（ここでご紹介している本に関するお問い合わせ等は
各発行所または書店にお願い致します）
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●菊澤研宗（商学部教授）著
　　『なぜ「改革」は合理的に失敗するのか　改革の不条理』 朝日新聞出版　1,575円（平成23年3月）
●榊博文（文学部教授）著
　　『日本人は何故大人しい？ ─「陰陽」で読み解く「日本人」─』 おうふう　2,100円（平成23年5月）
●福岡正夫（名誉教授）著
　『経済学　わが道』 慶應義塾大学出版会　3,990円（平成23年7月）
●牛場暁夫（文学部教授）著
　　『「失われた時を求めて」交響する小説』 慶應義塾大学出版会　2,520円（平成23年7月）
●久我俊二（法学部教授）訳
　『詐欺師　ジョエル・ソープの変貌』 慶應義塾大学法学研究会　5,460円（平成23年7月）
●鈴木孝夫（名誉教授）著
　『しあわせ節電』 文藝春秋　1,200円（平成23年6月）

（編著者の職名は発行時のもの）
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